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CLIMATE CHANGE ADAPTATION INFORMATION PLATFORM

国立環境研究所気候変動適応センターのミッション
 気候変動適応センターが中核となり，情報の収集・整理・分析や研究を推進
 成果の提供や技術的助言を通じて，気候変動適応策の推進に貢献

 研究の推進
 気候変動影響・適応の情報基盤整備
 国際協力の推進

 地方公共団体や地域気候変動適応セン
ターへの技術的支援

 事業者・個人の適応推進のための支援 3
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⑤地域気候変動適応センターとの協働
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 地域気候変動適応センターとの共同研究
テーマ（のべ29機関）
 地域の適応に関する情報デザイン
 暑熱・健康等への影響に関する研究
 モニタリング体制の構築
 既存インフラとグリーンインフラの統合的活用
 自然湖沼における影響の観測・評価
 赤土流出削減指標策定（サンゴ礁生態系）

 普及啓発ツールの開発・実践
「ミライ地球ガチャ」 ＠石川県
対象：幼児〜小学生
 「適応」を知る・考える体験型
ツール

 考えやアイデアを書くことで
自分事として考える

地域の熱中症救急搬送数
データ収集・分析・将来予測

暑熱環境に関する
気象学的観測

（例）暑熱健康に係る共同研究（13機関）
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⑥LCCAC間のノウハウ共有・交流活性化
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■LCCAC意見交換会
 活動内容や組織運営に関する事例紹介・意見交換
 地域間のネットワークの構築

■オンラインでの対話

■気候変動適応の研究会
 21の国研究機関とLCCACなどによる対話・共創
地域での適応の実践を念頭に連携を模索
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次に実践すべきアクションは？
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気候変動適応法施行から５年が経ち…
 地域適応計画は都道府県・政令市で全て策定
 LCCACも概ね都道府県で設置
 地域間・研究機関間のネットワークも構築
 ⇒ 地域の適応を推進するための土台ができてきた！

次は「適応の実装」？
Q.地域の実情にあった適応策を実装していくためにはどのような取組が必要か？
Q.地域のステークホルダーとどのように協力体制を築いていくか？




